
 

 

秋の一日、伝統の日本文化に触れてみま

せんか。！！ 
次の事業に参加して、自らを健康にする奉仕作業で、中宮の歴史と伝統文化を

学びましょう。 （いずれの日も、飲み物・弁当持参、昼食後下山解散） 

 

１１月５日（日曜日）朝８時吉原回転場集合 

    妙見本宮（中宮）和歌水で、植樹祭準備・・・ボランテイア活動 

 

    １１月１１日（土曜日）朝８時来巻農業公園集合   

  烏帽子・虎が岳方面植樹桜の生育確認と整備・・ボランティア活動  

 

秋の一日、伝統の日本文化に触れてみま

せんか。！！ 

ＮＰＯ法人降松平和の里ハイキングの会 

整備事業参加者募集のご案内 
参加の可否・連絡先０８３３４３０５６０松岡英逸郎、０８２０２６０８２９岡崎晴治 

    （この事業の主催：ＮＰＯ法人「降松平和の里ハイキングの会」） 

 参加自由・参加料無料・是非お申込み下さい 

ＮＰＯ法人降松平和の里ハイキングの会 

整備事業参加者募集のご案内 
参加の可否・連絡先０８３３４３０５６０松岡英逸郎、０８２０２６０８２９岡崎晴治 

    （この事業の主催：ＮＰＯ法人「降松平和の里ハイキングの会」） 

 参加自由・参加料無料・是非お申込み下さい 



   

 西暦６０９年、聖徳太子の命で、青柳浦に降ったと言う宇宙創造の星・北極

星の神様を、百済から星を祀る能力があると言う皇子琳聖太子を呼んで鷲

頭岳の地に祀り中宮＝妙見本宮を創建したと言われています。 

   この地には、紀元前２世紀初頭秦の始皇帝の命で長寿の水を求めて日本

に来た徐福と言う人が水を汲んだと言う和歌水と言う湧水が有ります。こ

れは、第二次大戦後十数年間大河内妙見橋左に在った幅４ｍ縦２ｍくらい

の木版神社由来書の終盤に数行にわたり徐福と言う名前が４回位書かれて

いたので日本全国に知られる徐福伝説の一つが此処にもあり鷲頭岳一帯が

古くから聖地とされてきたと判ります。そして、青柳浦に降った星の神様

がここに祀られました。 

 

秋の一日、伝統の日本文化に触れてみま

せんか。！！ 
 

 氏神様は、明治維新までは、神仏習合のお宮であった事は良く知られており

ますが、その大本が周南地域にあることは今は殆どの人が忘れています。

大内氏毛利氏の時代には、妙見本宮降松神社は両氏の守護神として広く信

仰を集め人々の安寧と平和を齎してきました。氏神様が世の安定を齎し今

の律令国家生成の源となったことは周知のことですが、氏神様の大本は神

仏集合でありそれが日本人の「かみほとけの心」を齎してきたことを思い

起こす時が今来ていることを知らなければなりません。 

 

秋の一日、伝統の日本文化に触れてみま

せんか。！！ 
 

 皆さんの日本には、身近にふるさとの氏神様が有ります。 その発祥の地と言え

る氏神様が、この周南の地に有ります。  それは、妙見本宮降松神社です。 


